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１．はじめに 

 「大地震前に地表面温度が上昇するという事象」についてはロシア,中国,日本等の研究者によって研究され

てきている。最近では米国 NASA の研究者によっても研究されている。地表面温度が上昇するなら,気温とりわけ日

照の影響を受けない夜間気温に変化があると考えられる。この観点から研究を進めてきている。阪神淡路大震災の

14 日前に夜間気温の上昇を見い出し報告した。[1] また 1993 年奥尻島地震においても地震の 13 日前と 11 日前

に夜間気温の上昇現象があり報告した。[2] 本セッションでは「地震と夜間気温上昇との関係」を北海道 24 年分

のデータにより調査した結果を報告する。 

 

２．調査方法 

 地震データおよび気温データは気象庁データを使用し,調査期間は 1978 年 1 月 1 日～2001 年 12 月 31 日とし

た。地震については M5.5 以上の内陸地震を対象とした。図 1 に対象の地震を示す。一方,気温については地震の前

日から 60 日までさかのぼり地震当日までの期間について夜間気温上昇値の最大値を算出した。ここで夜間気温上

昇値とは以下の式で示すものである。 

 

 夜間気温上昇値＝（20 時以降の最初の正時極小値時刻から翌 4時までの正時気温の 

          最大値Ｔmax）－20 時以降の最初の正時極小値Ｔmin 

 

３．調査結果 

 図 2 に夜間気温上昇値の最大値を調査結果例を示す。震央から半径 25km,50km,75km の円を描き各円で区分さ

れた領域を震央に近いところからエリア A,エリア B,エリア C とする。まず各々のエリア毎において「夜間気温上

昇値の最大値」の平均を求めた。 

 表 1 にこの平均値について集計した結果を示す。震央に近いところが最も気温上昇が大きく,離れるに従って

この傾向が減少すると推測できるためこの傾向について調べた。1987 年の M7.0 の地震についてはエリア Aで 10.9

度,エリア Bで 9.7 度,エリア Cで 10.2 度となった。 

 エリアが外になるにつれて気温が下がる傾向であれば「判定 A」,エリア間での変化傾向が 1 つのみ下がる傾

向の場合には「判定 B」,単調に上がる傾向の場合には「判定 C」とした。17 の地震の内 M6.4,M5.9,M5.6,M5.5 の 4

つの地震で判定 A となった。 

 

４．考察 

 マグニチュードが大きいと上記の傾向判定が Aになる方向であることを期待したが,表 1からは必ずしもこの

傾向は出なかった。夜間気温は日照の影響は受けないものの南風の吹き込みや前線の通過などの気象性の影響を受

けている。今回調査した中には「気象性による夜間気温上昇事象」が多々含まれているため気象性事象を排除する

フィルタを検討し,更に調査したい。 

 今回 M5.5 以上の地震を調査したが,この中で最もマグニチュードの大きい M7.0 の地震について地震のあった

年を含む計 10 年間について調査した。この結果については今学会の「セッション S049：地震予知」で報告する。 
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